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朝いちぱん！

　　　　豆剣士の寒げいこ
（優武館午前6時）

第9回日本ジヤンボリー………………

藷罐遡樵黙鰍…，…
春の火災子防運動、冬道の安全運転…

成人病予防週間、わが家の味…………

今月の主な内容



3万人が参加イスカウトの野営大会ボ

第9回日本ジャンボリー（9NJ）開催
豊のように広く．蔵竈のよう膿薦ぐ蒙1ノ～

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ワ
ト
蓮
動
は
、
健
全
な

青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
す
る
社
会

教
育
運
動
で
あ
り
、
い
ま
や
世
界
百

十
八
ヵ
国
、
約
『
千
六
百
万
名
の
登

録
人
口
を
有
す
る
世
界
最
大
の
青
少

年
社
会
教
育
蓮
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
大
祭
典
第
九
回
日
本
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
（
以
下
9
N
J
と
い
う
）
は
、

八
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
の
五
日
間

一
南
蔵
王
山
麓
白
荻
地
内
に
お
い
て
開

、
催
さ
れ
ま
す
。
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9
N
J
は
、
四
年
に
一
度
の
行
事

で
、
8
N
J
に
次
ぐ
当
市
で
開
催
さ

れ
る
二
回
目
の
大
会
と
な
り
ま
す
。

　
大
会
は
、
南
蔵
王
の
大
自
然
の
中

で
、
世
界
の
仲
間
約
三
万
人
が
『
自

然
と
創
造
』
を
テ
ー
マ
に
野
営
生
活

を
通
じ
各
種
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

す
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
8
N
J
に
引
き
続
き
本
大
会
の
9

N
J
に
は
、
各
界
の
名
士
を
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
を
成
功

　
　
　
　
　
弍
』

　
　
　
｝
。
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毘
曙
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▲　鰐一

▼第8回日本ジャンボリー（57年夏

藪　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　の　　　トヨ　　　　　　ヒ　か　　　　　．一」
　　　　　、

欝
，蛋

さ
せ
る
た
め
、
一
月
二
〇
日
市
役
所

に
9
N
J
白
石
事
務
室
が
設
置
さ
れ

る
な
ど
、
半
年
余
り
と
な
っ
た
若
人
・

の
大
祭
典
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ン
ボ
リ
！
は
、
若
人
が
相
互
、
・

の
友
情
を
深
め
る
祭
典
で
す
。
当
市
〔

を
訪
れ
る
ス
カ
ウ
ト
を
始
め
、
本
大

会
を
青
少
年
活
動
の
メ
ッ
カ
と
し
て

成
功
さ
せ
る
た
め
、
市
民
あ
げ
て
心

か
ら
あ
た
た
か
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。
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こー『自然と創造』をテーマ

ノ
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雄
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高
架
橋
車
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分
七
月
完
成
へ

大会シンボルマーク

團参r加メ．曼　r30、ooo名、1

　9N　Jは、次の参加人員規模をもって構成する。
⊇1参加隊（ボーイスカウト及び関係指導者）……40名×676隊＝27，040名

臭1奉仕隊（シニアースカウト及び関係指導者）…30名×20隊＝　600名
⑤S　H　Q要員（サブキャンプ本部）………一……・………・…　　　781）苔

⑦GHQ要員（ジャンホ』リー本部1・…一…9一…・…………・　　600名
身外国派遣団…・……………・・………………・・………………9　　8（）0名

◎県連派遣団本部員、予備へ数一……………・・………一・…　　　121）名

（注）ボーイスカウト……小学5年生～中学3年生　　　．
　　　シニアースカウト……高校1年生～高校3年生　総計　30，000名
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黛耀
．

　
　
　
現
在
、
国
県
の
助
成
を
得
て
整
備

　
　
中
の
都
市
計
画
街
路
「
森
合
雁
狩
橋

　
　
線
」
は
、
六
十
｝
年
度
中
の
供
用
開

　
　
始
に
向
け
f
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

　
　
ま
す
が
、
東
北
線
を
東
西
に
ま
た
ぐ

　
　
高
架
橋
車
道
部
分
か
七
月
に
も
開
通

　
　
　
こ
の
高
架
橋
は
、
新
幹
線
白
石
蔵

　
　
王
駅
近
く
の
雁
狩
橋
西
側
か
ら
旧
国

　
　
道
4
号
ま
で
の
都
市
計
画
街
路
五
百

　
　
百
層
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ヶ
り
i
卜
造

　
　
り
で
、
上
下
二
車
線
の
車
道
の
ほ
か
、

　
　
橋
の
両
側
に
幅
四
屏
の
側
道
と
同
二

　
　
い
ま
す
一
．

　
　
　
市
で
は
、
本
年
夏
、
南
蔵
王
山
麓

　
　
に
お
い
で
、
第
九
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ

　
　
ー
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
森
合
雁

　
　
狩
橋
線
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

　
　
が
、
こ
の
高
架
僑
の
完
成
に
よ
り
、

　
　
柳
町
踏
切
の
交
通
渋
帯
が
一
挙
に
解

　
　
消
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
白
石
の
〃
表

　
　
玄
関
4
東
北
新
幹
線
白
石
蔵
王
駅
へ

　
　
の
車
の
通
行
が
便
利
に
な
る
な
ど
、

　
　
従
来
の
交
通
体
系
が
大
き
く
変
わ
る

　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
給
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

耀
四
＋
回
引
の
う
、
黛
東
北
線
を
東
西
に

灘
ま
な
、
立
体
交
差
部
分
の
毒
約
二

鋤
　
層
の
歩
道
を
設
け
る
予
定
で
、
総
工

鰯
事
費
は
約
十
五
億
円
か
見
込
ま
れ
て

灘贈耀ジ
雲
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／
ぽ
く
ら
の
街
の
会
社
訪
問

②

自
石
ソ
ー
イ
ン
グ
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石
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
寿
山
1
2
番
1
号

　　西P　｝ψ

　
地
元
に
愛
さ
れ
る
企
業
を
目
指
す

白
石
ソ
ー
r
ン
ゲ
㈱
（
本
社
・
東
京

都
）
の
「
・
日
石
工
場
」
（
高
橋
秀
典
社

長
・
従
業
員
一
三
五
名
）
は
、
本
社

傘
下
の
工
場
八
社
中
そ
の
生
産
品
の

六
割
を
生
産
す
る
主
力
工
場
で
す
。

　
市
に
と
っ
て
二
番
目
の
誘
致
企
業

の
白
石
工
場
は
、
昭
和
三
十
七
年
八

月
操
業
を
開
始
し
て
以
来
、
品
質
の

優
れ
た
婦
入
下
着
を
製
造
し
て
い
ま

す
。
従
業
員
は
一
三
五
名
で
、
そ
の

う
ち
女
性
が
一
二
二
名
を
占
め
、
平

　
　
　
　
　
凶
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新
成
人
に
贈
る
こ
と
ぱ
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こ
の
た
び
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
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制
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五
〇
三
名
の
成
人
の
み
な
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

均
年
齢
が
三
＋
一
歳
と
蒼
と
活
気
｝
ん
、
ま
こ
レ
」
に
淘
で
と
う
ご
ざ
い

に
溢
れ
た
工
場
で
す
・
　
　
蒙
す
．

自
石
工
操
品
質
の
優
れ
た
製
菰
審
、
式
辞
を
書
い
て
用
意
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
場
に
立
ち
ま

づ
，
㌔
り
を
維
持
し
て
い
ま
す
か
、
そ
、
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
か
ら
　
公
式
的
な
話
を
す
る
よ

轍
購
蕪
鞍
鑓
縄
本
立
暑
達
方
が
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒
と
思
㌧
ま
し
た
の
で
　
ぶ
っ
つ
け
本

検
査
に
あ
り
ま
す
。
生
産
品
の
婦
人
・
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
で
や
ら
せ
て
し
た
だ
き
ま
す
。

下
着
は
、
三
十
歳
代
以
上
の
中
高
年

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
向
田
邦
子
に
「
父
の
わ
び
状
」
と

喫
が
主
で
す
が
最
近
で
は
匿
い
毛
ギ
が
あ
り
晃
邦
子

聡
爵
薪
瞥
繭
霧
護
疑
鯉
盤
馨
野

．
感
性
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
製
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯
み
な
さ
ん
と
同
じ
年
頃
で
東
京
の
学

品
も
意
欲
的
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
．
、
．
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
校
に
在
学
中
で
し
た
が
、
正
月
で
父

　
社
内
で
は
、
年
に
一
回
七
月
に
社
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
と
母
が
い
る
仙
台
に
帰
り
ま
し
た
。

内
旅
行
が
行
わ
れ
、
肇
。
局
士
3
年
始
馨
が
い
っ
ぱ
い
参
り
享
・

親
睦
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
毎
日
午
後
）

三
麿
は
運
動
歪
轟
消
す
る
た
履
遅
，
ぼ
で
勢
馨
の
天
が
玄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
で
　
へ
ど
”
を
吐
い
て
し
ま
い
ま

め
に
会
社
独
自
の
体
操
か
行
わ
れ
f
、
M

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
し
た
。
翌
朝
母
は
玄
関
の
敷
居
を
掃

し
ま
す
（
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
し
邦
子
は
木
の
わ
れ
目
の
間
に
入

「
一
致
団
結
し
て
豊
客
気
持
濃
つ
毒
物
を
揚
子
で
管
ノ
、
畠
し

，
、
働
け
る
職
場
を
？
・
ろ
う
」
「
仕
事
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ま
し
た
。
父
は
黙
っ
て
見
て
い
る
だ

を
通
じ
で
、
社
会
に
貢
献
し
、
幸
せ
に
ポ

奪
う
」
か
モ
ソ
ト
あ
暑
了
》
け
享
．
正
月
が
胆
岬
．
て
東
京
に
帰

嘉
翻
立
五
＋
周
年
に
向
撫
馨
韓
樟
購
．
邪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
た
び
は
恪
段
の
お
働
き
」
と
書
い

質
の
優
れ
た
製
品
づ
く
り
に
工
場
全
　
　
　
　
、

体
蓬
進
－
て
い
享
．
唾
　
　
て
あ
り
そ
こ
に
朱
線
が
引
い
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拷
で
す
．
こ
れ
が
邦
．
劣
父
に

　
　
　
　
　
　
　
自
ハ
　
一

と
っ
て
は
最
大
の
わ
び
状
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
父
親
と
は
ま
二
と
に
不
器
用
な
も

の
で
す
．
．
実
は
こ
の
会
場
に
私
の
息

子
も
参
列
し
て
お
り
ま
す
、
、
、
そ
こ
で

不
器
用
な
父
親
す
べ
て
に
な
り
か
わ

っ
て
み
な
さ
ん
に
贈
る
こ
と
ば
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
は
あ
な
た
た
ち
の
時

代
で
す
。
ぞ
、
れ
は
ど
ん
な
時
代
で
し

ょ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
高
齢
化
の
時

代
で
す
。
現
在
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
は
全
国
で
十
％
お
い
で
に
な

り
ま
す
が
、
二
十
一
世
紀
に
は
二
十

五
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
．
第

二
は
都
市
化
で
す
．
こ
の
ま
ま
の
状

態
で
進
む
と
人
口
、
資
本
、
技
術
、

文
化
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
首
都
圏
に

集
中
さ
れ
ま
す
．
、
第
三
は
技
術
革
新

で
す
、
、
こ
れ
は
特
に
べ
f
オ
テ
ブ
ノ

ロ
ジ
ー
の
面
で
大
き
．
＼
進
ん
で
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
第
四
は
情
報
化
、

い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ズ
デ
ィ
ア
で
あ
り

第
五
は
国
際
化
で
す
、
．
．
こ
の
時
代
に

あ
な
た
た
ち
は
対
応
し
、
こ
の
時
代

を
背
負
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
亭
、
の
た
め
に
最
も
必
要
な
も

の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
意
見
は
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
私
は
あ
な
た
た
ち
が
そ
れ
ヂ
．

れ
の
哲
学
を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
駕

要
だ
と
考
え
ま
す
。
私
は
二
十
歳
の
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

時
学
生
で
し
た
。
私
の
恩
師
に
「
お
・

前
た
ち
讐
・
ソ
7
を
隻

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
．
．
」
と
、
教
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

．
一
几
て
い
た
だ
ン
ゾ
（
．
ま
し
た
。
　
「
先
生
、
）

フ
f
ロ
ソ
フ
f
ー
と
は
何
で
す
か
」
守

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
｝

描
難
糞
蕊

落
融
鎌
継
蕊

会
っ
た
時
、
ワ
一
ー
リ
ア
神
父
は
言
い
一

ま
す
。
　
「
学
ぶ
こ
と
と
知
る
こ
と
は
㏄

全
！
導
．
あ
知
り
径
2
乙

は
記
憶
で
あ
り
、
学
者
を
作
る
も
の
一

は
折
畢
で
あ
る
』
て
し
て
哲
w
濠
龍

も
整
て
は
－
れ
な
い
．
自
ら
知
る
～

よ
の
ほ
か
な
い
の
だ
。
」
と
、
た
ま
た
“

ま
、
小
説
の
中
で
は
学
者
と
な
っ
て
い

い
奪
が
誕
に
も
整
る
こ
と
蕊

で
き
ず
自
ら
智
な
け
れ
蒙
ら
瓦

い
の
が
哲
学
で
す
。
　
　
　
　
　
　
》

市
に
お
い
て
、
県
に
お
い
て
、
乙

し
て
国
に
お
い
て
、
み
な
さ
ん
が
自
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

ら
の
哲
学
ナ
仔
、
持
ち
、
二
十
一
世
紀
に
㎜

対
応
し
て
い
っ
た
時
二
＋
一
世
濃

は
ま
さ
に
す
ば
ら
し
い
世
紀
と
な
る
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畝

で
し
ょ
・
ハ
’
。
　
　
　
　
　
｝

　
み
な
き
ん
の
今
後
の
ご
健
闘
を
心

か
ら
お
祈
り
し
て
私
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
．
、
、

4

“厚ノ㌧思罵罵罵思叉思w
岬
嚥

》
鳳▽

　’・ぴ

臨議

㌧
醇

．
嶺
罵
，

「
ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　執論　　　β

▲新入学児年賀はがき抽選会（1月24日西保育園）　　　▲スキー場開き（60年12月21日みやぎ蔵王

軽1
．、越

輔
饗

▲成人式誓いの言葉（1月15日中央公民館
購蟹憶羅輩灘膿、．　．．，2駆　　ン　　ー琴堀・　鵡ニド．㍗．

▲ふるさとセミナーしめ縄づくり

　　　　　　　　　　　　（60年12月26日白川公罠館

　　　複壁脚趣翻襯關
　　　　　　　　　　　　　嘱

▲たこ揚げ大会（1月8目南中）▲新春を寿ぐ市民の集い（1月6日市民会館

・
、

貯［ン魂零賜曝

　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　一、　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　ノで　　　ドヂ　　　イ　じ
▲小・中・高生かるた大会（1月5日中央公民館）▲冬の使者”白鳥ゲ　（1月白石

5



圏櫨・壽運動』で．冬道の安全運転駕つとめよ響。

冬道の安全運転

囹夕暮れ時は　　賢》
旱め点灯擦

●車の存在を

　知らせ
●歩行者・

自転車利用者を

　早く発見し

嚇輻

唱
が

済
C
喬

編

事故を未然に防ぎましょう。

囹シートベルトを着用しよう

　　　 衝突すると、ここが致命傷です。
リ

ベ）

ヒ 　’

　　；1　　　　　 　

醐　　　㊧

　　　　　　べ　
’㊤

　　　　　：＿＿　1　一　』
　　　　　」』＿乙1．．＿．．

垂型垂蓼轟鯉験璽蟻．垂
シートベルトをしている人→×←シートベルトをしていない人

　　“冬道は、危険がいっぱい”スピードは、
　　控えめにゆとりのある運転をしましょう。

⑬2倍の車問距離をとるう。
　　“冬道は、スリップしやすい”十分は車問
　　距離をとり安全走行に努めましょう。

亀3分早めに出溌しよう。
　　“冬道は、あせりや無理な運転禁物”
　　余裕をもって早めに
　　出発しましょう。

■白石警察署

　　年喫賦分

☆交逓甕壷集悶スローガン
※運転者
　シートヘ疏ト璽織会の身だしなみ
※歩行者・自転車

気を・つけて朝のひと言忘れずに

※子供
　とび置量しは　反或嫌）くし池っはし㌔事故馬bっはζb

　
　
昭
和
六
十
年
の
交
通
事
故
概
況
　
　
蝉
驚
鱗
鷲
ひ
蛎
鶴
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故
原
因
と
し
て
は
、
脇
見
運
転
、

　
県
内
の
概
況
　
　
　
　
　
市
内
の
概
況
　
　
　
　
速
度
超
潭
交
差
点
で
の
安
全
確
認

　
県
内
の
昭
和
六
十
年
の
交
通
事
故
　
　
市
内
の
昭
和
六
十
年
の
交
通
事
故
　
の
お
こ
た
り
、
酒
飲
み
運
転
で
の
事

発
生
状
況
は
、
件
数
七
、
六
九
九
件
、
　
発
生
状
況
は
、
件
数
一
五
七
件
、
傷
　
故
が
主
な
原
因
で
し
た
。

傷
者
八
、
九
一
七
名
、
死
者
二
五
名
者
一
八
八
名
、
死
者
四
名
と
な
っ
て
　
そ
の
他
と
し
て
は
、
二
輪
車
の
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
、
高
齢
者
の
事
故
が
目
だ
ち
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
と
対
比
し
て
み
ま
　
　
昭
和
五
十
九
年
と
対
比
し
て
み
ま
　
　
今
年
に
入
っ
て
の
事
故
状
況
は
、

す
と
、
件
数
は
一
九
九
件
、
傷
者
は
　
す
と
、
件
数
は
一
九
件
、
傷
者
は
二
　
昨
年
一
月
の
一
一
件
を
す
で
に
上
ま

三
七
四
名
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
　
九
名
、
死
者
は
三
名
と
そ
れ
ぞ
れ
増
　
わ
り
、
一
三
件
ご
月
十
五
日
現
在
）

た
一
．
死
者
に
つ
い
て
は
、
四
〇
名
の
　
加
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

減
少
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
徴
的
な
傾
向
と
し
て
、
発
生
　
　
冬
道
の
運
転
は
、
1
・
2
・
3
運

　
特
徴
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
弓
ッ
　
時
間
帯
は
、
朝
夕
の
ラ
“
三
時
（
七
　
動
を
心
が
け
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
も

シ
ュ
時
、
交
差
点
の
事
故
が
め
だ
っ
　
時
～
八
時
及
び
一
八
時
～
一
九
時
）
、
歩
行
者
の
方
も
交
通
安
全
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
の
活
動
時
に
多
発
し
で
、
い
ま
す
．
、
．
交
通
事
故
を
な
，
！
・
し
、
住
み
よ
い
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
生
場
所
は
、
国
道
四
号
線
、
国
　
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

発生件数

　　指数
死　者指数

傷　者
　　指数
■良石市内
　　隼境1コく分

発生件数
　　指数
死　者
　　指数
傷　者
　　指数

5玉

109

101）

8
100
136
100

51

57
100

4
101）

65
100

旦
鑑
一
6
一
％
一
鑑

52

153
26S
4

100
181

278

53

261
239

8
100
328
241

53

166
291

3
75

202
310

54

173
158
10

125
224
164

54

106
1S5

8
200
122
1S7

55

198
181

87
247
181

55

133
り33

4
100
167
256

56

ワ15

197

3
37

276
20り

57

り18

200

5
62

ウ83

908

5弓

137
240

50
175
269

57

196

りり1

75
161

247

58

ワワ7

208

8
100
り7つ
ウ0｛）

58

144
252

8
り00

169
260

59

ワ14

196

5
62

946
180

59

138　・

94ウ

1
り5

159

6り

り45

224

6
75

054
つ60

60

157
975

4
100
180

244　　　　289
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春の火災予防運動 2月28日～3月13日

縮いの鯵『消したつ趨り』と『消えた憾ず』

　　　　　・1一躍膨
　　　　臨1灘・
　　　’．．憾仙
　　　　・「毫一、［製
酬蘇n肖 　　　　　　　　　蕨・
　ゐミな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルロ

　　　　　　　　　　欝叢藤鍵
▲一斉放水（自石川）

▲観閲式（長町）

3“～

消
防
団
出
初
式

／

脚
、

ll・

　量
　鮎一一一一

　▲団員の行進

火災から『わが家』『わが街』を

　　　守りましよう〃

《総錨猛験蟻躊》

◎寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

◎子供はマッチやライターで遊ばせない。

◎風の強いときはたき火をしない。

◎天ぷらを揚げるときはその場を離れない。

◎家のまわりに燃えやすいものを置かない。

◎風呂の空だきをしない。

◎ストーブには燃えやすいものを近づけない。

籔
畷淑

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
思
想

の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
、

一
再
二
十
八
目
か
ら
三
月
±
一
百
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　家

庭
・
地
域
の
な
か
で
、
火
災
を
だ
さ
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
ま

し
よ
う
〃
“

☆昭和60年中の火災件数

　　建物　　　 車両　　　林野

　　｛｝　鼻　 盤
　　　15f牛　　　　　　　　　3イ牛　　　　　　　　　2f牛

☆損害額（60年1～12月）

昭和59年

昭和60年

3，600万円

6，700万円

　☆火災の原因は…

國一圓一㊧一㊥の順

　第1位たばこ　たき火

　　昨年は特に“ウッカリ”型の火災が
　　多く発生しました。

」　　　碧　 、、へ　携，∫
　　　　ド　　　　　　　　ゴレい　　　　　　　　 　ぱ

　　　岬－▼　　　q．圏　　　　　・ド、
　　　ド　　 －　　　　　吐しF 一ゴ　　　　　　～　　　　　　ぷr写＿』－■－　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　－　　

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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すこやか人生は成人病予防から

増
え
続
け
る
心
臓
病

成
人
病
予
防
週
間
2
月
1
日
～
7
日

　
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
騒
病
、
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
と
い
え
ば
、
成
人
病
の
代
表
的
な
も

の
で
す
。

　
現
代
は
“
成
人
病
の
時
代
”
と
い
わ
れ
ま

す
。
四
十
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
病
気

と
隣
り
合
わ
せ
で
腰
か
け
て
い
る
よ
う
な
感

じ
と
い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
か
で
も
壬
天
成
人
病
”
と
い
わ
れ
る

欧
来
型
に
な
り
つ
つ
あ
る

　
　
　
　
日
本
の
心
臓
病

　
心
臓
病
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
成
人
病
と
し
て
特
に

ヶ
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
、

虚
血
性
心
疾
患
で
す
。
そ
の
代
表
的

　
　
　
　
　
　
　
）

　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
o
O

O

政
“
．
鯵

　
　
　
乃
迄

・。

鍼
㌔
　
脂
華
中

o
　
　
転
　
，

　
　
　
　
心
瞭
病

　
　
　
ψ

三
悪
ト
リ
オ
の
死
亡
率
を
み
て
み
ま
す
と
、

近
年
、
脳
卒
中
の
死
亡
率
が
減
少
の
傾
向
に

あ
る
の
に
対
し
て
、
心
臓
病
は
増
加
の
カ
ー

ブ
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
の

統
計
で
は
、
①
が
ん
　
②
脳
卒
中
◎
心
臓

病
の
順
位
で
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
は
死

亡
率
の
第
二
位
と
第
三
位
が
逆
転
し
、
心
臓

病
が
第
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

な
も
の
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
で
す
。

●
狭
心
症

　
心
臓
に
分
布
す
る
冠
伏
動
脈
が
け

い
れ
ん
を
お
こ
し
た
り
、
動
脈
硬
化

に
な
っ
て
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る

と
、
心
臓
の
筋
肉
は
酸
素
不
足
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
狭
心
症
で
す
。

●
心
筋
梗
塞

　
冠
状
動
脈
の
一
部
分
が
完
全
に
つ

ま
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
動
脈
か
ら

酸
素
や
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
心
筋

が
障
害
を
う
け
ま
す
。
こ
れ
が
心
筋

梗
塞
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
虚
血
性
心
疾
患
は
、

欧
米
で
は
極
め
て
多
い
病
気
で
、
日

本
の
心
臓
病
も
、
こ
の
欧
米
型
の
仲

間
入
り
を
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
原
因
は
、
食
事
内
容
が
欧
米

化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
や
、
職
場
や

社
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が

増
え
て
き
た
こ
と
な
ど
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
よ
ろ
で
す
。

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

　
　
　
す
ぐ
専
門
医
へ

　
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
、

家
へ
帰
っ
て
好
き
な
酒
を
一
杯
や
り
、

床
に
つ
い
た
と
思
っ
た
ら
突
然
心
臓

発
作
に
見
舞
わ
れ
て
急
死
i
心
臓

病
に
よ
！
・
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
心
臓
病
も
、
他
の
成
人
病
と
同
じ

よ
う
に
“
早
期
発
見
”
が
大
切
で
す
。

早
い
時
期
の
症
状
は
大
き
く
次
の
五

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
①
息
切
れ
　
②
む
く
み
　
③
胸
痛

蘇
溝
㌶
》
辮
難
胆
皿

　
成
人
病
は
、
自
覚

…
症
状
が
あ
ら
わ
れ
て

鐸
晦
魏
舞

㎜
り
の
重
症
に
な
っ
て

…
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
ま

皿
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
し
ご
く
当

…
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
ふ

④
動
悸
⑤
脈
の
不
整
で
す
。

　
こ
の
う
ち
々
息
切
れ
〃
と
〃
む
く

み
”
は
血
液
を
循
環
さ
せ
る
ポ
ン
プ

と
し
て
の
心
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ

た
場
合
の
症
状
で
す
。

　
“
胸
痛
〃
は
心
臓
の
筋
肉
に
酸
素

不
足
が
起
き
た
と
き
に
感
じ
ら
れ
、

胸
全
体
が
ジ
ワ
ー
ッ
と
し
め
つ
け
ら

れ
、
特
に
胸
の
中
央
に
あ
る
胸
骨
の

裏
側
に
熱
い
鉄
の
塊
が
入
っ
て
い
る

よ
う
だ
と
表
現
す
る
人
が
多
い
と
い

い
ま
す
。

　
〃
動
悸
〃
は
〃
息
切
れ
〃
と
一
緒

に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た

脈
の
乱
れ
が
あ
る
と
き
に
も
起
こ
り

ま
す
。

　
●
も
う
一
度
、
食
生
活
の
見
直
…

う
　
し
を

よ
栄
養
の
バ
ラ
ン
ヌ
が
保
た
れ
…

け
て
い
る
か
フ
　
野
菜
が
不
足
し
…

つ
て
い
な
い
か
フ
雛
や
塩
分
…

を気
を
と
り
過
ぎ
て
い
な
い
か
．
／

こ
●
肥
満
を
防
ご
う

理
太
り
過
ぎ
は
成
人
病
の
も
と
。
…

管
●
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進

　
こ
う
し
た
症
状
が
あ
る
と
、
心
臓

病
が
疑
わ
れ
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
ほ

か
の
病
気
と
の
関
連
か
ら
も
起
こ
り

ま
す
。
　
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た

ら
専
門
病
院
で
精
密
検
査
を
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
Q

矛ノ
8

⑳
が
磨
②
鴎

お
か
ら
コ
ロ
ッ
ケ

村上とき子さん（斎川〕

【
材
料
】
　
（
5
人
分
）

　
お
か
ら
㎜
9
、
に
ん
じ
ん
3
0
9
、

玉
ね
ぎ
50
9
、
し
い
た
け
2
～
3
枚
、

ご
ぼ
う
5
0
9
、
小
女
子
3
0
9
、
大
根

葉
2
0
9
、
卵
1
個
、
酒
・
塩
・
こ
し

ょ
う
少
々
、
小
麦
粉
5
0
9
、
油
適
量
。

【
作
り
方
】

①
に
ん
じ
ん
、
玉
ね
ぎ
、
し
い
た
け
、

　
ご
ぼ
う
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

　
大
根
葉
は
サ
ッ
と
ゆ
で
て
み
じ
ん

　
切
り
に
す
る
。
ご
ぼ
ろ
は
あ
く
ぬ

　
き
を
す
る
。

②
小
女
子
は
サ
ッ
と
妙
っ
て
荒
く
切

　
る
o

③
お
か
ら
に
①
と
②
の
材
料
と
酒
、

　
塩
、
こ
し
ょ
う
、
小
麦
粉
、
卵
を

　
入
れ
混
ぜ
合
わ
せ
て
治
く
。

④
③
を
小
判
型
に
作
り
油
で
揚
げ
る
。

〈
ご
存
知
で
す
か
？
〉

　
巨
野
菜
の
必
要
量
楠

　
野
菜
に
は
カ
ロ
チ
ン
含
有
量
が
少

な
く
、
色
が
う
す
い
淡
色
野
菜
（
キ

ャ
ベ
ツ
、
玉
ね
ぎ
、
か
ぶ
、
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
、
白
菜
な
ど
）
と
緑
色
あ
る

い
は
榿
色
を
も
つ
野
菜
で
可
食
部
㎜

9
中
に
カ
ロ
チ
ン
㎜
国
際
単
位
（
田
）

以
上
を
含
む
緑
黄
色
野
菜
（
に
ら
、

春
菊
、
パ
セ
リ
、
ピ
ー
マ
ン
、
に
ん

じ
ん
、
か
ぽ
ち
ゃ
な
ど
）
と
が
あ
り

ま
す
。

　
野
菜
の
栄
養
素
は
ビ
タ
、
・
・
ン
A
・

B
・
C
、
ミ
ネ
ラ
ル
（
カ
リ
ウ
ム
、

鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
）
が
多
く

含
ま
れ
、
そ
の
他
腸
を
刺
激
し
て
便

通
を
整
え
て
く
れ
る
繊
維
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
野
菜
の
必
要
量
は
一
日

珈
9
で
、
そ
の
中
の
蹴
9
は
淡
色
野

菜
、
m
9
は
緑
黄
色
野
菜
で
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
一
日
3
回
に
分
け
れ
ば
、
一
食
で

鵬
9
の
野
菜
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
が
、
毎
食
鵬
9
（
卵
2
個
分
の
重

さ
）
の
野
菜
を
食
べ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　
野
菜
を
多
く
食
べ
る
に
は
、
生
で

食
べ
る
サ
ラ
ダ
風
よ
り
も
、
ゆ
で
た

り
煮
た
り
、
妙
め
た
り
す
る
と
よ
け

い
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
料

理
一
種
類
で
m
9
食
べ
る
と
い
う
こ

と
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、

煮
も
の
と
サ
ラ
ダ
、
揚
げ
も
の
と
お

ひ
た
し
と
い
う
よ
う
に
、
と
り
合
わ

せ
て
食
べ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
、

　
特
に
緑
黄
色
野
菜
が
不
足
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
、
骨
、
皮
膚
、
粘

膜
な
ど
の
健
康
を
保
つ
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

鴨
寮

調査日：昭和61年1月4日　自石市消費生活モニター調査結果
　　備　　　考
上昇品目1サラダ油、

マーガリン、パーマネ

ント料

下降品目1小麦粉、ラ

ップ、灯油、レギュラ

ーガソリン

横ばい品目：砂糖、し

ょう油、食パン、牛乳

バター、ティッシュペ

ーパー、カレーラfス

理髪料、軽油、重油

対前師格比

　　一％

　2．0

△0．9

3．0

△6．9

　2，4

△2．8

△2．6

△0．7

齪平塚醗

　　273円

　　459

　　395

　　222

　　155

　　198

　　241

　　399

　　155

　　203

5，064

　　450

1，600

5，225

1，270

1，306

　　143

　　　96

　　　74

平均植
　　273円

　　459

　　403

　　220

　　155

　　204

　　241

　　399

　　155

　　189

5，064

　　450

1，600

5，350

1，235

1，272

　　　142

　　　　96

　　　　74

最低纏
　　258円

　　418

　　358

　　198

　　150

　　188

　　208

　　378

　　130

　　118

5，000

　　450

1，400

4，500

1，150

1，200

　　　138

　　　92

　　　70

最高櫨
　　295円

　　500

　　440

　　240

　　170

　　218

　　280

　　440

　　180

　　240

5，140

　　450

1，800

6，000

1，380

1，400

　　145

　　100

　　　80

銘柄・規格
上白糖　1kg
本醜造上級湿口　1．84
（びん代込み）

ポリ容器入り　700g

薄力粉　
1kg

並　食　1袋
ソフトカルトン入り　　225g

品　 名

玉．砂　 糖

2．しょう油
3，サラダ油

4．小麦粉
5．食パン

ンリガ一マ6
紙容器入り　1，000cα

カルトン入り　　2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡　　　　　（気体〉

並　　　食　　（一皿）

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット及
びセット含む〕

店頭価格　　184

配達料込み　　　1理

1　　4　　現　　金

1　　召　　現　　金

1　　4　　現　　金

7．牛　　乳

8．バ　タ　ー
9．ティソシュペーパー

10．　ラ　　　ッ　　プ

11。　プロノマンガス

12．カレーライス

13．理髪料
14，パーマネント料

15．灯　　油

　　　〃
16．　レギュラーガソリン

17．軽　　油

18．A重油
9

○



門

圃

厨

監

賜

新
成
人
と
し
て

　
　
　
新
た
な
飛
躍
の
時
を
迎
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
靖
子
さ
ん

　
　
『
今
し
か
て
き
な
O
こ
と
、
今
や
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
0

㌔
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
は
す
で
す
。
今
、
こ
こ
に
成
入
式
を
迎
え
た
み
な

・
さ
ん
、
一
度
、
自
分
を
見
な
お
し
て
み
て
く
だ
さ
い
』
と
“
大
人
の
仲

間
入
り
”
を
す
る
自
分
の
新
た
な
自
覚
と
責
任
を
成
入
式
で
発
表
し
た

閥
鈴
木
靖
子
さ
ん
（
二
十
歳
）
1
1
聖
和
短
大
二
年
▽
白
石
市
本
町
9
4
番
地
旺
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
仙
台
の
聖
和

短
期
大
学
被
服
科
の
二
年
生
で
、

今
年
卒
業
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、

自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
卒
業
作

・
品
の
“
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
ス
カ
ー

□

卜
”
の
製
作
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
同
時
に
就
職
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
　
「
チ
ョ
ッ
ト
呑
気
な
性
格
な

の
で
活
動
を
始
め
る
の
が
遅
か
っ
た

ん
で
す
。
で
き
れ
ば
地
元
に
就
職
し

　
　
　
た
い
で
す
ネ
ー
」
と
、
テ
レ
な

　
　
　
が
ら
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
？

　
　
　
と
の
質
問
に
「
花
嫁
修
業
に

　
　
　
な
っ
た
か
ナ
ー
」
と
笑
顔
を

　
　
　
見
せ
な
が
ら
も
「
自
分
で
考

　
　
　
え
、
自
分
で
行
動
し
な
け
れ

　
　
　
ば
、
何
に
も
な
ら
な
い
ん
で

　
　
　
す
。
積
極
性
を
身
に
つ
け
た

　
　
　
と
思
い
ま
す
」
と
、
陽
気
で

　
　
　
活
発
な
イ
メ
ー
ジ
の
鈴
木
さ

　
　
　
ん
一
．
　
『
…
今
年
は
短
大
を
卒

　
　
　
業
し
、
社
会
の
第
一
線
へ
出

　
　
　
る
年
…
い
く
つ
も
の
困
難
が

　
　
　
侍
ち
う
け
て
い
る
こ
と
て
し

よ
う
。
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
す
…

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
自
信
も
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
フ
ァ
イ
ト

は
満
々
で
す
…
長
い
入
生
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
Q
で
も
、

逃
げ
る
こ
と
だ
け
は
し
な
い
で
，
、
だ

さ
い
』
1
発
表
の
中
の
フ
レ
ー
ズ
で

す
。
二
十
歳
と
い
う
へ
生
の
岐
路
に

　
伊
達
政
宗
が
伊
達
家
十
七
代
を
相

一
続
し
た
の
は
天
正
十
二
年
（
一
五
八

｝
四
）
十
月
、
十
八
歳
の
と
き
で
適
漁

そ
れ
か
ら
六
年
、
こ
の
奥
州
の
風
雲

｛
児
は
受
け
継
い
だ
遺
産
（
領
地
）
を

』
五
倍
以
上
に
ふ
や
し
た
。
奥
州
の
南

一
半
分
を
制
圧
し
て
関
東
の
地
に
ふ
み

一
こ
も
う
と
し
た
と
き
、
彼
の
前
に
立

立
ち
社
会
に
出
る
不
安
感
の
中
に
も
…
ち
は
だ
か
っ
た
の
が
充
予
雄
豊
臣
秀

こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
に
対
す
幡
、
　
『
吉
だ
っ
た
。
秀
吉
は
す
で
に
全
国
制

鈴
木
さ
ん
の
ど
ん
な
困
難
に
も
挫
け
』
覇
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、

な
い
力
強
い
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。　

演
劇
の
経
．
験
も
あ
る
と
い
う
明

る
！
、
て
活
発
な
女
の
子
。
趣
味
は
、

ス
キ
ー
、
編
み
物
、
ド
ラ
，
ー
ブ
。
得

意
な
学
科
は
、
和
裁
や
手
工
芸
だ
そ

う
で
す
。
ま
た
、
旅
行
す
る
・
の
が
好

き
で
「
日
本
全
国
各
地
を
旅
行
し
て

買
っ
て
き
た
記
念
品
を
大
き
な
日
本

地
図
い
っ
ぱ
い
に
貼
り
つ
け
た
い
で

す
ネ
ー
」
と
、
ユ
ニ
ー
7
な
一
面
も
。

　
将
来
の
夢
は
？
と
の
質
問
に
「
カ

ワ
イ
で
小
物
を
売
り
な
が
ら
、
み
ん

な
が
お
茶
で
も
飲
ん
で
楽
し
く
集
え

る
洋
裁
関
係
の
お
店
を
持
ち
た
い
で

す
」
と
、
話
す
反
面
、
　
「
平
凡
で
も

い
い
か
ら
明
る
！
、
暖
い
家
庭
を
築
占
哨
」

た
い
で
す
・
了
1
」
と
、
二
十
歳
の
女

の
子
ら
し
い
一
面
も
チ
ラ
リ
と
の
そ

か
せ
る
鈴
木
さ
ん
．
、

　
素
晴
ら
．
し
い
未
来
へ
向
け
て
大
き

く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

』
関
東
の
北
条
氏
を

小
田
原
に
包
囲
し

T
て
、
ま
さ
に
息
の

根
を
止
め
よ
う
と

．
し
、
勢
い
に
乗
じ

奥
羽
の
各
大
名
に

一
全
面
降
伏
を
求
め

た
。
流
石
の
政
宗

．
も
こ
れ
に
対
決
す

　
　
ぞ
へ

る
術
も
な
く
涙
を

一
の
ん
で
同
十
八
年

藷
六
月
無
条
件
降
伏

・
を
し
た
。

郷士史アレコレ

の
旧
領
の
大
半
は
知
謀
無
類
と
い
わ

れ
た
蒲
生
氏
郷
に
与
え
ら
れ
、
彼
は
　
俗

政
宗
の
監
視
役
を
兼
ね
会
津
若
松
城

に
入
っ
た
。
こ
の
処
置
は
秀
吉
に
と
．

っ
て
三
つ
の
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
第

一
は
彼
が
心
中
恐
れ
て
い
た
蒲
生
を

い
せ
ま
ら
ど
ヒ
か
し
ナ
レ
　
　
ヂ
ロ
い

伊
勢
松
坂
城
か
ら
体
よ
、
＼
奥
州
に
送

り
出
し
た
こ
と
。
第
二
は
そ
の
氏
郷

に
命
じ
て
青
年
血
気
の
政
宗
を
監
視

さ
せ
天
下
を
ね
ら
う
野
望
を
押
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
に
毒
を
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
毒
を
制
す
る
巧

　
　
　
　
　
　
　
妙
な
手
段
で
あ
る
。

⑩
秀吉と政宗

　
　
　
　
　
こ
の
後
、
奥
羽
各
地
は
秀

、
吉
に
対
す
る
旧
勢
力
の
抵
抗
や
反
乱

．
が
若
干
あ
っ
た
が
、
翌
十
九
年
秋
に

｛
は
天
下
統
一
の
業
は
な
っ
た
。
政
宗

．
は
祖
先
以
来
経
営
し
て
き
た
刈
田
郡

ハ
｝
以
南
の
肥
沃
な
旧
領
地
を
没
収
さ
れ
、

．
寒
冷
で
葛
西
・
大
崎
の
旧
勢
力
が
強

『
く
残
っ
て
い
る
柴
田
・
伊
具
以
北
の

『
地
方
と
岩
手
南
部
の
地
を
与
え
ら
れ
、

一
岩
出
山
に
居
城
さ
せ
ら
れ
た
。
政
宗

第
三
は
刈
田
郡
を

政
宗
か
ら
取
り
上

げ
自
石
城
を
蒲
生

郷
成
に
守
ら
せ
奥

州
の
押
え
に
し
た

こ
と
で
あ
る
。
古
，

来
、
刈
田
郡
（
白

石
）
は
東
北
の
事

実
上
の
関
門
で
、

東
は
阿
武
隈
川
、

西
は
奥
羽
山
脈
に
は
き
ま
れ
た
天
険
■

の
要
害
で
あ
る
。
流
石
に
秀
吉
は
よ
、

・
・
こ
の
地
の
利
を
見
抜
き
刈
田
郡
を
’

掌
握
し
て
政
宗
に
に
ら
み
を
き
か
せ
、

た
。
政
宗
が
刈
田
郡
を
自
分
の
手
に
一

取
り
戻
し
た
の
は
慶
長
七
年
（
一
六

〇
二
）
で
、
多
大
の
犠
牲
を
払
わ
な
．

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．
．

　
　
　
　
　
　
　
〔
市
史
編
さ
ん
室
）

一
」

イ
ド
ル

アあ家
　
、

が疹

、
、
．
鍔

翻
．
義

じ　
　
●

』’

　之急

、
避

隔

　働｝F曜

　祐介ちゃん（大平森合

さん、由希子さんの長男

からひとこと

しい子になってネ”

田
克
マ
優

太
正
マ
“

「
け
い
と
う
」

　
　
　
畑
中

奪
．

臨
ー

比
呂
子
（
斎
川
小
3
年
）

　
　
－
「
罫
・
醸

穐
『
轡
駄
』

薄
、
P
，
峯
ヒ

わ

拶

癬
磯
・

卑
　
馬
線

　
　
　
　
～
態
．

隔
讐
『

“薄挿判

　　　　　　　　　～亀険
　　　＿　　　縮
「大きな屋根の神明社」

　大浪　英之（白二小4年

”

　　　～　　P　｝　』一
二，

市
民
文
芸

　ブ』

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
｝
人
三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
広
報
係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）

へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
．
、

　
歌
　
　
壇
［

山
裾
に
銃
の
音
聞
け
ば
よ
み
が
え
る
犬
連
れ
勇
み
狩

り
行
き
し
亡
父
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

子
の
月
謝
最
後
の
振
込
み
す
ま
せ
し
と
夫
は
吾
の
病

室
に
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
綱
崎
　
澄
子

人
の
世
の
辛
労
幾
多
越
え
て
来
し
老
妻
の
寝
顔
に
安

ら
ぎ
の
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

健
康
を
考
へ
な
が
ら
献
立
は
小
塩
多
酢
の
料
理
楽
し

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

裏
庭
の
山
茶
花
咲
け
ば
し
ま
い
置
き
し
防
寒
靴
の
包

み
を
開
／
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

目
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さ
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立
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と
ひ
ら
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三
十
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野
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に
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和
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更
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「
評
」
一
首
目
猟
期
が
来
る
と
山
裾
に
銃
声
が
聞
こ

　
え
る
亡
き
父
が
猟
犬
を
連
れ
勇
ん
で
狩
に
出
か
け

　
た
こ
と
を
作
者
は
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
。
二
首

　
目
春
に
は
卒
業
す
る
子
の
最
后
の
月
謝
を
納
付
し

　
入
院
中
の
作
者
に
夫
は
報
告
し
な
が
ら
見
舞
に
寄

　
る
。
感
謝
の
気
持
が
言
外
に
あ
り
心
よ
い
作
品
で

　
あ
る
。
三
首
目
共
々
苦
労
し
て
来
た
長
い
人
生
を

　
静
か
に
振
返
る
作
者
は
妻
へ
の
感
謝
と
共
に
今
の

　
幸
せ
を
し
み
じ
み
あ
じ
わ
う
。
四
首
目
料
理
は
愛

　
情
、
料
理
は
健
康
の
も
と
、
こ
こ
ろ
配
り
す
る
主

　
婦
の
姿
は
美
し
い
。
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同
橋
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子

戸
評
）
多
忙
な
歳
末
の
主
婦
で
は
あ
る
が
、
い
つ
も
旬
帳
を
は

　
な
さ
ぬ
主
婦
の
生
活
で
も
あ
る
。

受
験
子
に
夜
の
コ
ー
ヒ
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熱
く
し
て
　
勅
使
瓦
令
造

（
評
）
い
よ
い
よ
試
験
も
近
づ
い
た
夜
は
底
冷
え
が
す
る
。
せ

　
め
て
コ
ー
ヒ
ー
を
熱
く
し
て
や
る
親
心
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老
二
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労
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柚
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湯
か
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青
木
良
子

（
評
）
老
夫
婦
二
人
の
日
々
労
は
り
合
っ
て
の
暮
ら
し
だ
が
、

　
冬
至
の
柚
子
湯
に
つ
か
る
の
も
こ
の
ま
し
い
。
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走
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子
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に
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み
ぞ
．
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け
り
　
　
石
沢
敏
子

折
込
機
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ム
急
か
る
る
日
短
か
　
　
　
高
子
右
近

◎
二
月
旬
会
は
、
シ
ヶ
ラ
メ
ン
、
猫
の
恋
、
蜆
で
二
月
二
十
三

　
日
佃
十
二
時
半
よ
り
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
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○一図書館一〇
☆特集コーナー

　テレビと違った楽しさを

　　『紙芝居』で

　昧わってみませんか！

　「うちの子はテレビにかじりっ

いて離れない」と感じているお父

さん、お母きんが多いようです。

紙芝居、おもしろいですよ。図書

館を訪ねる幼稚園児、小学生など

多1の子どもたちは紙芝居を楽し

んでいます。あなたの声で子ども

に読んであげませんか。きっとテ

レビでは昧わえない楽しさが見つ

かると思います⊂、

　図書館では、特集コーナーに紙

芝居をたくさん展示、貸出しをし

ています。ご利用ください。

’ら大きい活字の本”で

　　　読書を楽しみましよう！

　目の弱い方、小さい活字が見え

にくい方が読書に親しまれるよう

に大活字本（現代文学24冊）を用意

いたしましたのでご利用ください。

〉大活字本の主な作品は

　敦煙（井上靖）、剣客群像（池波

　正太郎）、花のれん（山崎豊子）、

　御宿かわせみ（平岩弓枝）、軍旗

　はためく下に（結城昌治）、江戸

　八百八町物語（柴田錬三郎）ほか

φ乙催しもののおしらせ一〇

☆文化講演会　　　　　　　　　テープとし、参加者が持参1、て

3月1日（±｝午後2時～3時30分　　　ください。（頭出しをして、所有

演題　「私と小説」　　　　　　　　　者名を明記1、てくだきい）

講師　宮尾登美子氏　　　　　　　〉その他　審査等は行いません。

　A　　　轍繭鷺鷺1雌
　さい。

》参加申し込み及び間い合わせ

　2月24日〔月ぽで中央公民館費4－

5377、6－2453へ電話等でお申し

込みくだきい。定員になりしだ

　い締め切nます。

。
斎

業

ノ
籍∠肖冷、　㌧　　

　主な著作　　　　　　　　　　★親子映画会

「擢」「一絃の琴」（直木賞受賞）　　　　3月2日（日）午後6時～8時

「陽暉楼」「鬼龍院花子の生涯」　　　　松田聖子第1回主演映画

「序の舞」「天璋院篤姫」「朱夏」　　　　　『野菊の墓』

※入場は、無料ですが、入場整理券　　一恋と呼ぶには淡1哀し、

を発行しますので、教育委員会社　　　　いまよみがえる不朽の名作一

会教育課盈5－2111（内線411）また　　　出演　松田聖子・桑原正他

は中央公民館費4－5377、6－2453か　　　『銀河鉄道999

らお早めにお求め1ださい。　　　　　一心やさしい花の都一』

　　　　　　　　　　　　　　　　　以上、2本を上映します。

★素人カラオケ大会　　　　　※入場は無料です。ご近所お誘い

　3月1日団午後6時～9時　　　　合わせのうえご来場ください。

　昨年までの好評にこたえてこと　　（中学生以下の方は父母同伴でお

しも行います。最新ヒ・・’卜曲から　　願いします）

ナツメロまで得意の曲で．玉るって

ご参加ください・　　　　　　　★アフリカ難民救済バザー

レ参加対象　昭和61年2月1日現　　　3月1日（±）午後3時30分～8時

　在、白石市に居住、もしくは職　　　3月2目（日）午前10時～午後3時

　場を有する男・女計35名（ブル　　　　　　　　午後5時～6時30分

　一プも可）　　　　　　　　　　　ホットドック、わたあめコーナー

＞伴奏について　伴奏はカセット　　があります。
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・
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・
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2月28日團一3月3目（月）

唖）　自石市中央公民館
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〔
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作
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調
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、
、
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＼

ア
フ
リ
カ
難
民
救
済
パ
ザ
ー
コ
ー
ナ
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ユ
ネ
ス
コ
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爆
パ
ネ
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桔
梗
サ
ー
ク
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）

華
道
作
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展
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（
郷
土
史
研
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講
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郷
土
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土
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料
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料
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展
示
・
実
習

（
土
曜
美
会
）

絵
画
作
晶
展
示

％
㈹
～
％
㈲

3月1・2日実演コーナーを設けます。お気軽においでください。

東北サークルの作晶を即売します。ご期待ください。

手芸サークルの作品を即売します。お楽しみに。

七宝焼

陶芸
手芸

実演

即売

※3月3日（月）は午前中だけ展示します。　※当日の売上金の一部は飢餓で苦しんでいるアフリカヘ。

3月2臼（霞）3月1日dゆ

A．M9：00～P．M4100

　　　女子家庭バレーぷ一ル大会

P．M6：00～8二〇〇

　　　親子映画会
　　　『野菊の墓』

　　　『銀河鉄道999
　　　一心やさしい花の都一』

P．M雪140～1150

　　　郷土芸能発表
　　　「文殊ばやし」

P．M2：00～3：30

　　　文化講演会
　　　「私と小説」

　　　　一宮尾登美子氏一

P．M6：00～9100

　　　素人カラオケ大会
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国民年金）
保険網は所得から控称されます

　農業や漁業、サーピス業などの

自営業者のみなさん、今年も確定

申告の時期（3月｝が近づいてきま

した。

　あなたが加入して納めている国

民年金の保険料は、「社会保険料」

として所得から控除され、課税の

対象にはなりません。

　控除が受けられるのは、昭和60

年1月から12月までに納めた保険

料の額で、この中には追納や未納

保険料として納めた額も含みます、

　また、あなた自身の保険料だけ

でなく、家族の人の分として支払

った保険料も、申告することによ

って社会保険料控除となります。

　申告しなければ控除となりませ

んので、　「確定申告」の際には忘

れずに国民年金の保険料も申告し

ましょう。

　昭和60年の国民年金保険料は次

のとおりです。

　昭和60年国民年金保険料額

〔定額保険料〕

　1～3月6，220×3－18，660円

　4～12月6，741）X9－60，660円

　　　　　　　　計79，32｛）円

〔定額十付加保険料〕

　1～3月6，620×3＝19，860円

　4～12月7，14（1×9＝64，260円

　　　　　　　　計84，120円

プ5 一
舅
一

当廻

白寮市字嶽捧路35・

〔前納保険料〕60．4～61．3

定額保険料　　　計78、930円

定額十付加保険料計83，610円

騒佐藤　韓藷駕会
＞日時　2月16日（日1午後1時30分

〉場所　白石市民会館大ホ司し

〉演題　「彫刻と私」

〉協力券　300円

〉主催　佐藤忠良講演会実行委員会

レ後援　白石市、臼石市教育委員会、

　臼石市父母教師会連合会、新し

　い白石の顔をつくる市民の会、白

　石市商工会議所、白石市婦人団

　体連絡協議会、白石市文化協会

醐「新1、」．・白石の顔をつく

　る市民の会」よりお知らせ

　2月に最終決算報告をする予定

でしたが、資料保管のための設備

等の作業が遅れているため、これ

らに若干の支出が見込まれますの

で、最終決算は「ブロ）ズしろい

し」最終号（3月発行）でお知らせ

いたします。

　　　　会月しハ納続は

　　国民健康保険税第5期分

　　（最終）です。

　　納期内に納めましょう一

蟹脚・

2月は省エネルギー月間

熱：1か琶の引声猛』，；†’早・カ1．こ

II肌 国．岨1咽 咽 嗣1咽IF厨ll因Ilal順、咽II国1噌一1団

官公庁だより
I爵IF目II目II邑r 醒・目I 回1咽ll団 r面・咽1臼II詔1哩II目

睦真なく
　　　　　　　　　大河原税務署

　1年間に贈与を受けた財産の価

額を合計して、60万円を超えると

きは、贈与税の申告をしなければ

なりません。

　贈与税の申告と納税は、2月1

日から3月15日までですが、一時

に納めることが困難なときは、担

保を提供するなどして5年以内の

年賦による延納もすることができ

ます。

　詳1、くは、最寄のの税務署や税

務相談室にお尋ね1ださい。

墜熱霧喜
　昭和60年分の所得税の確定申告

は、2月16日から3月15日までで
すo

　期限間近になりますと税務署は

たいへん混雑しますので、申告は

早めにお済ませください。

　また、正い：ない申告をします

と、不足の税金を納めるだけでな

く、加算税や延滞税も納めなけれ

ばなりませんので正しい申告をし

てください，二、

幽3月・4月入隊の
　　自衛官募集
　防衛庁では、次により自衛官（2

等陸・海士）を募集しています。

》応募資格　今春高校卒業予定の

　18歳から25歳未満の男子。

〉入隊時期　3月中旬～4月下旬

〉待遇　初任給107，40〔1円1衣食住

　は無料支給または貸与）、定期昇

　給年1回、賞与年間約5カ月分

〉身分保障　特別職国家公務員

※詳し1は、大河原事務所費02245－

　3－2185へお問い含わせ1ださい。

q引廼明閻1月21）日一7月円日旧石郵便局1

雛購圏幽
ご1コ判、「じ関すろ醇電

　短歌、州柳の募葬

　第28回全日本こけしコン7一ル

は来る5月3日から7日まで市民

会館を会場として開催されますが、

同時に発行されます出品リストバ

ンフいノトに市民の皆様から広1

応募いただき、入選作品を掲載発

表いたす二とになりましたので、

次の要領にてご投句1ださい。

〉種別と条件　俳旬、短歌、川柳

　でこけしに関するもの

レ応募方法　各種一尺3首まで封

　書またはヘガキに住所、氏名、

　電話番号を明記すること，、俳旬、

　短歌、川柳の併記は不可。

レ選者　俳司　鈴木貞二先生

　　　　短歌　川股兵三先生

　　　　川柳　鈴木誤差先生

＞申し込み先　白石市字桜小路35

　臼石市商工観光課内　第28回全

　日本：けしコンケール事務局

〉応募〆切　3月15El

〉入選　　各10首（記念品を贈り

　広報しろいしに発表）

レその他　入選作品の版権は全日

　本こけしコン〃一几に帰属し各

　種印刷物に使用きせていただき

　ます，二，

騒児童館利用誉募集

　児童館では、昭和61年4月から

利用される児童の登録申請を受付

けいたします。市内の小学校に在

籍する児童であれば、だれでも児

童館を利用することができます。

　なお母親ケラワ’等1もご利用でき

ます。

》申請期間　3月1日1．D～20日休）

※申請用紙等詳t、1、』ことは社会福

t止事務戸斤愈5－211ユ（内糸泉147）、第1

児童館費5－7071）、第2児童館露5－

3875へお間い合わせくださt、嵩。

颯月自，賄1準壇

　教喬モニ4イー募扉

1．趣旨

　政府の文教施策について、広く

一般国民から意見、要望等を聞き

文教行政の参考とします。

2．募集人員等　500人

　　　　　　　　依頼期間　2年

3．応募資格

　教育について関心があり、教育

モニターとして仕事に熱意をもっ

ている満20歳以上の日本国民です，

ただし、次の方は応募できません。

①国会議員及び地方公共団体の議

　会議員

②常勤の国家公務員及び地方公務

　員（ただし、校長及び教員は応

　募で’きます。）

　O一働く婦人の家一一〇

I
i蟹手芸教室募集

レ日時　2月21日岡午前10時～12時

〉内容　皮レースのネソ7レス製作

＞募集人員　20名

1〉申し込み　2月18日（幻まで働く

　婦への家智5－5095へ。

③行政相談委員法による行政相談

　員

④かつて文部省教育モニターであ

　った者

4．申し込み先

　宮城県教育委員会行政課

5．申し込み締切日

　昭和61年2月22日吐｝

　（郵送する場合には、2月22日

　の消印有効です。）

6．「教育モニター申込書」用紙

　の請求

　所定の「教育モニター申込書」

は、直接、上記「4．申し込み先」

で受け取るか、または60円切手を

はった返信用封筒（あて先明記）

を同封して請求してください。

騨排の節句料理教室募集
　一足早く、お祝いのちょっとし

た自酒とその料理を楽しんでみま

せんか。

＞日時　2月18日1火）午前10時～12時

1〉募集人員　30名

＞申し込み　2月15日（土1まで働く

　婦人の家餐5－5095へ。

劇年贋白石市第二幼稚園児二次募集

募集人員

募集期間

入園資格

入園願書
受付場所

入園願書
受付時問

若 干　　　名

昭和61年2月1日（土）～昭和61年2月28日（釦

1）年齢満5歳児署1罐擶目麹出生したもの

　　　　満4歳児騰鶏鵬麹出生したもの

2）臼石市在住者であること。

3）白石市内の私立幼稚園に在園中のものを除く。

白石市第二幼稚園

月曜日～金曜日（午前9時～午後4時まで）
土曜日（午前9時～午前11時30分まで）

ただし、日曜日、祭日は除く

　　　　　1

その他0
　　　　　2

入園願書用紙は、市立幼稚園、教育委員会に用意して
あります。

入園希望者が定員を超過した場合は抽選をします。

ただし、5歳児は4歳児に優先します。

14
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ガ幻鑑葦」ス 休日急患当番医

・
繍
㎜

　　　　　　　鍵　　態．

　　伝統こけしの初びき

　1月2日”こけしの里”弥治郎
地区で「こけしの初びき」が行わ
れ、訪れた大勢のこけしファンで
にぎわいました。神事のあと正装
した新山慶志さんが工入を代表し

初びきを行い、自木地のこけしに
絵付けをし見事なこけしを制作。

月　日

2／2

9
11

16

23

内 科

広瀬医院（5）0238
三浦クリニック　（5〉6854

加藤同〉医院（5）2001

刈田病院（5／2145

柿崎医院（5）2210

トタ 斗奉

刈田医院（5）2145

斎藤医院（5）1222

朝倉病院（5）2101

刈田病院（5）2145

銭谷医院（5）2010

※都合により変更になる場合もあります。

目ホ 談（2月分）

亀
盈

　　幸運の年賀はがき

　年賀はがきの当選賞品の引き換
えが1月21日から始まりましたが、

角田勝男さん（福岡蔵本♪の年賀

はがきが一等に当選し、賞品のビ
デオが手渡されました。近藤賢一
さん（大平中目｝も二等に当選、

たいへんラッキーなお二人です。

　　白石和紙の初すき

　1月5日、恒例の和紙の初すき
行事が当市ではただ一へのすき手

遠藤忠雄さん1鷹巣）方の工房内
で行われました。遠藤さんの熟練
した和紙すきの腕前に、訪れた外

国人もたいへん魅了され、自石和
紙の説明を熱心に聞いていました。

租談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
補
巡
サ

婦入相談

無料法律

相　　談

身障者
相

相談臼

17

17

17

5

18

17

問土
ぜ

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

10：00～

　13：00

9：30～

　15：00

2月

応
燈

17

骨
木

　
週
↑

　
毎
オ

リオン

14・27

ニホン　Zl

17

17

10

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15100

10100～

　15：00

10：00～

　15：00

場　　所

自石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2F皆ホ目言炎室

健康センター

2階相談室

白石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、f昔地借家、雇｛庸、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

60歳以上の方の職業斡旋
来談される方は、事前に稔協

勇短一21111内線1481に藁垂
r、ゴ、ださい⊂

健康保険、船員保険、

厚生年金など

よ休みます。

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

自石市役所

所
室

役
議

市
会

石
階

白
4

自石市役所

第3会議室

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法津についての困り

ごと

身体障害者精薄者の生

活、職業、結婚等

劉人口の動き　1月1臼現在入□42，565人男20，824人女21，741入世帯11，566戸

ブ6
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〃


